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人口の動き

11月 1日 現 在 前月比

人 口 計 6 5.2 3 2 + 85 
男 31.4 2 9 +-64 
女 33.8 0 3 + 21 

世 帯 数 1 8.5 5 3 + 35 
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本市と角館町 (秋田県仙北郡)が姉妹都市を結んで

ちょうど4カ月になりますが、乙のほど、本市から大

浦助役、中村副議長など4人が角館町を訪れ、大村市

の市花 「オオムラザクラ」 の苗木を植樹しました。

乙れは、 姉妹都市の調印を行った際に贈る乙とを約

束されていたものです。 なお、今月上旬には角館町の

「シダレザクラ」が贈られるこ とになっています。き

っと立派な花を咲かせるこ とでし ょう。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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じ

て

く

だ
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い
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。
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位

増

ト

激

ス

歳末を迎え非常事態

が

ワ

故

県下で

事通父

一

年

末

・

年

始

の

一

一

郵

便

利

用

に

つ

い

て

お

願

い

一

一
@
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
日
ま
面
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
一

一
で
に
、
年
末
小
包
は
十
二
月
@
年
末
は
郵
便
が
ふ
く
そ
う
し
一

一
十
五
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
ま
す
。
大
量
に
差
出
す
予
定
一

の
あ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
一

一
@
官
庁
・
会
社
な
ど
で
、
年
末
十
二
月
十
日
以
前
に
出
さ
れ
一

一
年
始
に
休
業
さ
れ
る
場
合
は
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一

一

休

業

期

間

中

の

配

達

方

法

を

(

大

村

郵

便

局

)

一

一

十

二

月

二

十

五

日

ま

で

に

書

一

追
突
、
車
間
距
離
を
と
っ
て
な

い
、
脇
見

。
交
差
点

う

し

て事
故
を
減
ら
そ
う
ん
グ

L

。
追
突
事
故

車
間
距
離
を
十
分
と
っ
て
走
る

走
行
中
は
ラ
ジ
オ
、
ス
テ
レ
オ

な
ど
の
音
量
調
整
を
し
な
い
。

脇
見
を
し
な
い
で
基
本
を
守
っ

て
運
転
す
る
。

。
交
差
点
の
出
合
頭
衝
突
事
故

交
差
点
で
は
徐
行
し
、
左
右
の

安
全
を
確
認
す
る
。

信
号
が
赤
に
変
る
前
に
渡
ろ
う

と
無
理
に
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
な

飛 い出
出、合

し左頭
右の
不衝
確突
圭刃 、

徐
自 行
転し
車て
の な

お
互
い
が
譲
り
合
い
、
安
全
運

転
に
心
が
け
る

相
手
が
止
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
軽
信
し
な
い
こ
と
。

。
子
供
・
自
転
車
の
飛
出
し
事
故

路
地
や
駐
車
中
の
車
の
か
げ
か

ら
飛
出
さ
な
い
。

道
路
で
遊
ば
な
い
。

お
母
さ
ん
は
子
供
か
ら
目
を
離

さ
な
い
、
手
を
離
さ
な
い
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

踏
切
事
故
な
ど
注
意
を

毎
年
こ
の
時
期
に
多
発

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
師
走

の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
踏
切
事
故
や

線
路
通
行
に
よ
る
死
傷
事
故
な
ど

が
発
生
し
が
ち
で
す
。

踏
切
事
故
は
、
設
備
の
改
良
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
の
向
止

な
ど
に
よ
っ
て
減
り
つ
つ
は
あ
り

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

ま
す
が
、
や
は
り
踏
切
事
故
の
素

因
と
な
る
警
報
無
視
、
列
車
の
直

前
横
断
、
一
時
停
止
不
励
行
な
ど

は
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
増

え
続
け
て
お
り
、
憂
慮
さ
れ
る
状

況
で
す
。

踏
切
は
、

一
歩
誤
れ
ば
大
事
故

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

i 灯油など・ク ! 
r-消費生活の相談窓口は一¥ : 

‘ 
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. 謀 皆 た利温わば、石 l
i へさ め用調れ昨消油

おん 工な節て年費製;
t 気 の 夫ど、い並節品 j
l 軽 ど を、暖まに減の!

ζ 相 し省房す確の需!
i ど談 まエ器。保ど要!

と
な
る
大
変
危
険
な
場
所
で
す
。

特
に
年
末
は
交
通
量
の
増
加
に

伴
う
イ
ラ
イ
ラ
か
ら
、
つ
い
無
謀

な
運
転
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
安
全
運
転
に
努

め
、
明
る
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ

-つ。O
踏
切
で
は
、
ど
ん
な
に
急
い
で

い
て
も
必
ず
一
時
停
止
し
て
、

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

O
交
通
の
渋
滞
し
た
踏
切
で
は
、

特
に
前
方
を
確
か
め
、

踏
切
内

に
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
よ
う
に

l
u
古
ナ
し
ょ
-
っ
。

も
し
、

踏
切
内
で
エ
ン
コ
し
た

と
き
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る

手
配
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
線
路
を
通
っ
た
り
、
線
路
付
近

で
子
供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

踏
切
や
線
路
の
近
く
で
遊
ん
で

い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
は

注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

。
電
車
の
架
線
に
は
二
万
ボ
ル
ト

の
高
電
圧
が
流
れ
て
い
ま
す
。

架
線
の
近
く
で
、
た
乙
あ
げ
や

魚
釣
り
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
I
U
古4
1
u
ょ-っ。

(
長
崎
鉄
道
公
安
室
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

両
隣

互
い
に
か
け
あ
う

身
の
ま
わ
り
の
ご
相
談
は

お

だ=合
)(~ 

軽

人
権
擁
護
委
員

十
一
月
一
日
付
で
松
尾
武
さ
ん

が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ

が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

救
済
の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
楊
に
努

め
る
こ
と
が
主
な
使
命
に
な
っ
て

い
ま
す
。

身
の
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人

は
、
次
の
四
人
の
人
権
擁
護
委
員

J¥  

に
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。
自

宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す。

。
藤
戸
三
郎
さ
ん
(
琴
浜
町
て

声
と
カ
ギ

年
末
年
始
防
犯
運
動

抱
月

1
日
i

1
月

3
日

電
②
|
二
九
七
七
)

O
姉
川
浄
弘
さ
ん
(
武
部
郷
田

O

九
、
曾
④

二
四
三
五
)

O
田
川
寿
さ
ん
(
皆
同
郷
二
三
八

曾
⑤
|
八
五
四
五
)

。
松
尾
武
さ
ん
(
大
川
田
町
八
五

。
、
電
⑤
|
七

O
二
四
)

な
お
、

市
は
毎
月
第
一

木
曜
日

に
人
権

(身
の
上
)
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

狩
猟
事
故
・
山
火
事
を

防

止

し

ま

森
林
は
薗
民
の
貴
重
な
財
産
で

す。
林
野
内
に
お
け
る
狩
猟
事
故
の

未
然
防
止
及
び
森
林
の
保
護
の
た

め
、
お
互
い
に
ル

I
ル
を
守
り
、

一

市

立

病

院

ヘ

寄

付

一

一

宮

小

路

2
丁
目
の
宮
内
熊
太
郎
さ
ん
一

一

宮
小
路
二
丁
目
の
宮
内
熊
太
乙
の
貴
重
な
浄
財
は
、
病
院

一

一
郎
さ
ん
は
、
市
立
病
院
事
業
の
事
業
に
十
分
活
用
さ
せ
て
い
た
一

一
た
め
に
百
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
だ
く
予

定

で

す

。

一

-
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
-

し

よ

つ

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

。
た
き
火
、
た
ば
こ

の
火
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
樹
木
に
傷
を
つ
け
た
り
、
植
物

の
採
取
な
ど
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

O
林
野
内
の
作
業
現
場
周
辺
で
の

狩
猟
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
林
野
内
の
標
識
な
ど
に
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
交
通
の
支
障
と
な
る
林
道
上
の

駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
課
へ

一
日
開
国
間
門
一

ー
見
向
録
③
l

ア
パ

ー
ト
で
、
家
賃
は
月
に
回
せ
る
場
所
で
す
。
上
海
に
十
一

今
回
は
、
家
庭
訪
問
、
時
計

円
四
十
銭
、
電
気
料
は
一
円
二
カ
所
設
置
さ
れ
、
常
時
二
千
人

工
場
、
少
年
宮
の
参
観
の
模
様

、

十
銭
、
水
道
料
は
一
人
当
り
三
が
才
能
教
育
に
励
ん
で
い
る
そ

を
ど
招
介
し
ま
す
。

ト

十

銭

、

都
市
ガ
ス
代
が
四
円
四

う
で
す
。
訓
練
班
は
、
舞
踊
、

上
海
で
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分

ヤ

十
銭
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
電

合

唱

、
楽
器
の
演
奏

(
バ
イ
オ

れ
て
一
般
家
庭
を
訪
問
し
ま
し

蓄
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
京
劇
リ
ン
、
ア
コ
!
デ
オ
シ
、
民
族

た

。

い

の
「
紅
楼
夢
」
の
レ
コ
ー
ド
を
楽
器
)
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

武
伯
良
さ
ん
(
六
十
歳
)
は

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
質
組
立
て
、
撮
影
、
貼
絵
、
編
物

今

年

六

月

に

機

械

工

場

を

、

奥

~

素
な
中
に
な
ん
と
な
く
落
着
い
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
熱
心

さ
ん
は
四
年
前
に
紡
績
工
場
を

た
く
ら
し
ぶ
り
に
接
し
、
ま
た
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
定
年
退
職
、
武
さ
ん

J

一
時
間
余
り
歓
談
し
て
友
好
を
少
年
宮
は
、
そ
の
規
模
に
応

は
定
年
時
の
月
給
の
七
五
Mm
に

深
め
ま
し
た
。

じ
て
各
学
校
か
ら
推
せ
ん
さ
れ

当
る
七
十
円
五
十
五
銭
を
国
か

次
に
普
陀
区
に
あ
る
国
内
用
た
人
を
試
験
に
よ
っ
て
入
所
さ

ら
支
給
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

腕
時
計
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
せ
る
仕
組
み
で
す
。
指
導
者
は

長
男
夫
婦
と
孫
の
五
人
家
族
で

-
H

白
い
帽
子
と
衣
服
の
工
員
が
流
各
部
門
に
専
門
家
が
招

へ
い
さ

部
屋
は
八
畳
ぐ
ら
い
の
広
さ
で

れ
作
業
で
月
に
三
万
個
を
生
産
れ
て
い
て
、
健
全
で
豊
か
な
課

二
問
、
板
の
間
に
ベ
ッ
ド
、
台

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
時

外
活
動
を
伸
ば
す
こ
と
が
目
的

所
・
浴
室
・
便
所
は
三
世
帯
で

計
は
八
十
五
円
L

」百
五
円
の
二

で

、

毎

日
午
後
三
時

t
五
時
三

共
用
で
す
。
一

棟

に

九

世

帯

の

九

t
l
'
4i
一

種

類

が

あ

り

、

彼

等

の

月
給

の

十

分

ま

で
、
延
八
百
人
の
児
童

圃
-
開
μ

‘4

，B
F

約
二
カ
月
分
だ
そ
う
で
す
。
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
そ
う
で

・
・
・
開
蝿
謬

d
v
偽

ま

た

、
上
海
市
静
安
少
年
宮
す
。
小
学
四
年
生
の
子
供
が
テ

・
・
園
田
臨
野跡
「

d
pJ
J吋
扇

・

・

・
・
困
問
削
援
医
際
婦
略
ぺ

E

を
参
観
し
ま
し
た
。
少
年
宮
と
レ
ビ
を
組
立
て
る
と
聞
い
て
び

・
・
・
園
陸

自
軍
洲
町
沼卜

い

う
の
は
、
十
六
歳
以
下
の

少

つ

く

り
し
ま
し
た
。

…

一

-

-Rム三
宮
脇
J
H
年

・
児
童
を
対
象
に
課
外
の
教
〔
訂
正
〕
前
号
で
一
元
を
五
十

-----------FFv
J・

晶
劇
湖
ea--~圃司

B
W

・
・
・
園
田
賓
崎

紅
L
「
-kg

育
活
動
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
学
円
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
百

圃
-
-
-
-
-
圃
・
閉
臨
圃
圃
F

園
田
剛

』
，
F

倹
義
選
同

一

k

v

~

・
圃
圃
可
凶
期
藻
認
識
l

校
と
連
け
い
を
保
ち
な
が
ら
、
五
十
円
の
誤
り
で
し
た
の
で

。

・
・
圃
賜
喰
曹司
d
p
d
h札
徳

育

・
知
育

・
体
育
を
向
上

さ

訂

正

し

ま

す

。
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i国 2
5民 .. 

..年..
金..

だ

よ

り

あ
な
た
の
老
後
は
大
丈
夫
?

無

年

金

者

に

最

後

の

チ

ャ

ン

ス

〔
未
納
、
未
加
入
〕

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
す
べ
き

人
が
長
い
間
納
め
忘
れ
て
い
た
り

加
入
し
な
い
で
い
る
と
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
か
ら
二
年
以
上

た
っ
て
い
る
納
め
忘
れ
分
も
納
め

ら
れ
ま
す
。

〔
保
険
料
〕

納
め
る
保
険
料
は
未
納
期
間
一

カ
月
に
つ
き
四
千
円
で
す
。

〔
年
金
受
給
権
〕

納
め
忘
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
乙
と
に
よ
り
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
年
金
が
増
え
ま

す。〔
納
期
限
〕

納
付
の
期
限
は
昭
和
五
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

一
度
に
全
部
納
め
ら
れ
な
い
時

は
、
分
割
納
入
も
で
き
ま
す
。

な
お
、

該
当
者
で
納
付
す
る
乙

と
が
困
難
な
人
に
は
未
納
額
の
二

分
の
一
(
限
度
額
二
十
五
万
円
〉

以
内
で
、
世
帯
更
正
資
金
を
大
村

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
貸
付
け
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

国

民

金

融

公

庫

か

ら

お

知

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
年
末
の

資
金
需
要
期
を
控
え
、
中
小
企
業

圏、t
-
-
l
t
、目、，、・
1
E
、t
、・1
・1
・1
・1
t
、t
、t
、・!
t
、t
、，、
t
‘.. 、，、・
!
J

一

戦

没

者

の

遺

族

の

方

一

一

お

気

軽

に

ご

相

談

を

ク

・

一

一
戦
没
者
遺
族
相
談
員
と
し
て
望
な
ど
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
一

一

次

の

方

が

十

月

一

日

厚

生

大

臣

に

ご

相

談

下

さ

い

。

一

一

よ

り

業

務

を

委

託

さ

れ

ま

し

た

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

一

援

護

関

係

な

ど

で

質

問

・

要

相

談

員

中

村

稔

子

さ

ん

一

※ 

り

せ

経
営
者
の
皆
さ
ん
に
事
業
資
金
や

進
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。国

の
機
関
で
す
か
ら
金
利
・
返

済
条
件
な
ど
非
常
に
利
用
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど

相
談
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
た
は

国
民
金
融
公
庫
長
崎
支
庖
(
富

長
崎

@
l
=二
四
一
)
へ
・

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

黒

丸

遺

跡

シ

リ

ー

ズ

発
掘
さ
れ
た
古
代
の
大
村

④ 

①
古
代
大
村
の
中
心
地

事
の
範
囲
内
で
、
現
在
の
用
水

路
に
そ
っ
た
幅
六
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
乙

今
回
の
調
査
は
、
下
水
路
工

古墳時代(約千五百年前頃)t温匡?

宝E

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

大

村
湾

こ
は
縄
文
時
代
か
ら
あ
っ
た
川

で
、
そ
の
そ
ば
を
調
査
し
た
わ

け
で
す
。
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ

を
掘
れ
ば
、
そ
の
時
代
の
村
が

出
て
く
る
は
ず
で
す
。

さ
て
、
古
代
大
村
の
中
心
地

と
い
う
そ
の
訳
で
す
が
、

郡
川

の
周
辺
に
は
多
く
の
遺
跡
が
散

ら
ば
っ
て
お
り
、
今
富
の
正
俊

E
が
ね
ゃ
ま

に
は
五
世
紀
頃
の
黄
金
山
古
墳

乙
の
古
墳
は
黒
丸
遺
跡
に
立
っ

と
正
面
に
大
き
く
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

郡川周辺の遺跡

そ
れ
か
ら
小
路
口
古
墳
、
鬼

の
穴
古
墳
と
言
え
ば
お
わ
か
り

で
L
ょ
う
。
乙
れ
は
七
世
紀
頃

の
古
墳
で
す
が
、
い
ず
れ
も
当

時
、
乙
の
あ
た
り
一
帯
を
支
配

し
て
い
た
豪
族
の
墓
で
、
今
の

市
長
ぐ
ら
い
と
患
っ
て
下
さ
い

こ
の
ほ
か
、

今
は
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、

富
ノ
原

一

帯
に
も
以
前
に
は
古
墳
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
乙
の
二
帝
に

は
大
古
墳
が
あ
り
、
条
里
が
あ

り
、
付
近
の
畑
か
ら
は
多
く
の

土
器
や
石
器
が
出
る
の
で
す
。

大
き
な
村
が
あ
っ
た
乙
と
は
ま

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

あなだの灯を

高くかかげて-

住
み
よ
い
町
の

歳末たすけあい運動始まる

行
わ
れ
ま
す
。

乙
れ
は
「
み
ん
な

が
そ
ろ
っ
て
明
る
い

お
正
月
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ジ
に
、
赤
い
羽

根
の
共
同
募
金
運
動

(
十
月

t
十
二
月
〉

の
一
環
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
も
の
で
す

昨
年
は
目
標
額
を
大
幅
に
上
回

る
五
十
四
億
円
の
お
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

一

温

か

さ

も

一

一

ほ

ど

ほ

ど

に

ノ

一

一
暖
房
の
き
き
す
ぎ
は
、
エ
ネ
お
部
屋
に
温
度
計
を
と
り
つ
け
一

一
ル
ギ
l
の
大
き
な
ム
ダ
に
な
る
て
、
ム
ダ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
一

一
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
の
健
康
し
よ
う
。
長
時
間
使
う
電
気
二

一
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
e

タ
ツ
や
電
気
ア
ン
カ
の
温
度
調
一

一
暖
房
の
め
や
す
は
室
温
二
十
節
も
、
ほ
ど
ほ
ど
に
調
節
し
ま
一

一
度

t
十

八

度

ぐ

ら

い

が

良

い

と

し

よ

う

。

一

一
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
生
活
困
窮
世

帯
(
二
十
一
億
八
千
万
円
)
や
寝

た
き
り
老
人
(
十
億
円
)
、
肢
体

不
自
由
児
(
七
億
二
千
万
円
)
な

恒
例
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
ど
に
配
分
さ
れ
、
，
善
意
の
灯
4

動
」
が
、
今
年
も
十
二
月
一
日
か

九
は
全
国
で
明
る
い
光
を
と
も
し
て

ら
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
額
は
四
十
八
億
五

千
万
円
。
こ
の
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
は
民
生
委
員
、
児
童
委
員
を

は
じ
め
、
婦
人
・
青
少
年
を
中
心

に
推
進
さ
れ
る
地
域
単
位
の
た
す

け
あ
い
と
、

N
H
K
が
放
送
を
通

じ
て
呼
び
か
け
を
行
う
も
の
と
、

二
通
り
の
方
法
で
全
国
的
に
展
開

さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
百
五
十
万

四
千
円
の
目
標
額
で
募
金
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
い
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

|
|
あ
な
た
の
灯
を
少
し
高
く
か

か
げ
て
く
だ
さ
い
。
恵
ま
れ
ぬ
人

た
ち
の
た
め
に
|
|
-

(
へ
レ
ン
・
ケ
ラ
l
)

簡

易

保

険

だ

よ

り

ロ
月
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
月

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
十

二
月
を
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

月
」
と
し
て
簡
易
保
険
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
、
お
得
な
保
険
料
の
払

込
方
法
の
お
知
ら
せ
や
、
保
険
料

の
払
込
み
が
月
遅
れ
と
な
っ
て
い

る
ご
契
約
の
保
険
料
払
込
み
の
お

勧
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

@
保
険
料
の
払
込
み
は
割
引
の
あ

る
前
納
払
込
み
で

毎
月
の
保
険
料
を
、
前
も
っ
て

ま
と
め
て
払
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
と
(
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
)

次
の
よ
う
な
割
引
を
行
い
ま
す
。

〔
例
〕
月
額
保
険
料
が
一
万
円
の

場
合

。
払
込
月
数
が
三
カ
月
の
場
合
割

引
額
は
千
円
で
一
カ
月
分
の
十

分
の
一

。
六
カ
月
の
場
合
は
五
千
円
で
一

カ
月
分
の
二
分
の
一

。
一
年
の
場
合
は
一
万
円
で
一
カ

月
分

以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

新

着

図

〔
図
書
名
〕

真
夜
中
の
天
使
上
下
(
栗
本

薫
)
銀
河
鉄
道
9
9
9
土
木

(
松
本
霊
士
)
ゆ
か
い
教
授

の
女
性
学
(
篠
沢
秀
夫
〉
男

の
城
(
田
辺
聖
子
)
愛
に
つ

い
て
の
デ
ッ
サ
ン
(
野
呂
邦
暢
)

最
初
の
目
撃
者
(
大
岡
昇
平
)

ゆ
め
い
く
み
は
っ
ぴ
い
付
(
さ

だ
ま
さ
し
)
香
具
師
の
旅

(
田
中
小
実
昌
)
四
季
奈
津

子
(
五
木
寛
之
)
水
中
花

(

H

)

絵
本
の
与
え
方
(
西

郷
竹
彦
)
あ
の
時
世
界
は
同

(
N
E
K
)

道
上
(
橋
田
寿

賀
子
)
青
春
の
門
(
望
郷
篇

順
次
、
払
込
み
年
数
に
応
じ
て
有

利
な
割
引
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
前
納
払
込
み
は
、
お
得
な

制
度
で
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方

に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
お
金
を
上
手
に
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
十
二
月
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
入
る

時
期
に
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す

重主
Eヨ

の

案

内

市

立

館

図

書

上
)
(
五
木
寛
之
)
ガ
ン
回

廊
の
朝
(
柳
田
邦
男
)
埋
火

(
立
原
正
秋
)
対
話
乙
そ
人

生
だ
(
細
川
隆
之
)
魅
せ
ら

れ
て
(
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
)

第
二
次
宇
宙
戦
争
(
ジ
ョ
ー
ジ

-
H
ス
ミ
ス
)
チ
ャ
イ
ナ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
(
パ

1
ト
シ
・
ウ

ォ
l
ル
〉
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
て

・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
(
エ
ズ
ラ
-

F
・
ヴ
ォ

l
ゲ
ル
)
ザ
・
ジ

ャ
パ
ニ

1
ズ
(
エ
ド
ウ
ィ
ジ
・

O
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
)
梅
圏
全
集

全
2
巻
、
写
さ
れ
た
幕
末
、
東

京
百
年
史
全
7
巻
、
写
真
集
「
長

崎
」
、
長
崎
郷
土
物
語
全
2
巻

@
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
払
込
み
は
お
早
め
に

保
険
料
の
払
込
み
が
な
い
ま
ま

三
カ
月
を
経
過
し
ま
す
と
、
保
険

契
約
の
効
力
は
な
く
な
り
、
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

大
切
な
財
産
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
お
手
持
ち
の
保
険
料
領

収
帳
を
今
一
度
お
確
か
め
下
さ
い
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東トボ-)レ場が完成

老人クラブの手で造成

最近、市内でゲートボーノレがさかんになっています
が、乙のほど植松老人クラブ「百合会」のゲートボー
Jレ場が完成しました。 乙の敷地 0.120nl)は谷口菊
枝さんの所有地(畑)ですが、谷口さんの好意により
整地したもので、市が造成費用 08万円)の 3分の 2
を補助しています。

ゲー
※ 

耳

と

言

葉

県大会吟詠の部で優勝

大村岳精会チーム

第 1田県吟剣詩舞道大会が11月11日、長崎市民会館
で聞かれ、 吟詠の部で大村岳精会チームが優勝、11月
17日に市役所を訪れ戸島市長に優勝の報告をしました
乙の大会には県下から 14チームが参加、日頃鍛えた
、ノド、を競ったもので、同チームは婦人吟士ばかり
のチームでした。 写真は岳精会チームと役員の皆さん

の

相

談

日

ロ
月
間
日

南北

(
土
)

高砂会チームが優勝

県老人ゲートボール大会

第 2回ゲートボーJレ県大会が、このほど諌早市の県
立総合グラ ンドで、聞かれ、本市代表の高砂会(古町)
チームが優勝、11月17日に市役所を訪れ戸島市長に優
勝の報告をしま した。咋年も本市の代表が優勝してお
り、3連覇が期待されます。写真は高砂会チーム。

午
後
1
時

i
4時

福
祉
セ
ン
タ
ー

使大石宝タイから

戸島市長となごやかに歓談

タイの、宝石大使、 サチラタ ナ・ ポンヴァナァスウ
クさんとラ ダ・チイングチ トラさんが11月16日、大村
市を訪れ戸島市長を表敬訪問しました。2人は、市内
の時計居で聞かれたタイのエレガシトファ ッショ ン・
ジュエリー フェアのコンパニオンを務められたもので
す。西
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『
d

」

み
巴=ヨ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

一
お
し
ら
せ

E
E
l
-
f謹

一

氏
司
区
一

注
射
と
検
診

-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

こ
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
三
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
二
年

十
二
月

l
五
十
三
年
四
月
生
ま

れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て
下

さ
い

日
時
十
二
月
十
三
日
・
二
十
一

日
午
後
一
時
三
十
分

t
二
時

受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-

妊

婦

教

室

十
一
月
十
五
日
号
で
は
、
市
役

法

律

相

談

一

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

日

時

十

二

月

二

十

日

午

一

前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
一

時

一

l主主j

I
I
I
-
t
t
E1t

i
t
i
l
-
-
t
i
l
t
-
-
i
l
l
i
t
-
-titi-t!il
it-
-
tt
l
ifl
ili

-
-
f
i
a
 

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

一
行
政
相
談

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

-

日

時

十

二

月

十

三

日

午

-

前

九

時

三

十

分

l
正
午

一
登
記
相
談

一

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

一

日

時

十

二

月

十

四

日

午

前
九
時
三
十
分

t
正
午

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

所
健
康
相
談
室
で
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
は
場
所

を
変
え
て
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一
時
三
十
分

l
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

パ
ス
停
下
車
)

妊婦教室日程
|月日 i 内 容 l
1 19/~ i Cはじめて母親となる心得 l 
1 12/5 o!;h~~ ，;，/'it;'!7;;;;'~'l"T -U- ~ ~ ，""'_=\ 
I r~~~\ i。妊娠中の保健(乳房マッサージの実習
IC第1回)1。映画、生命の創造'

1 12/12 1 。妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)
!C第2回)1。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)
1 1(1 11n 。産後の保健1 12 /19 1 /~~r~Y\ : 。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

iEE巴 d-i
! 12/26 i 0乳幼児の環境と性格 1 
目塑@])i 0家庭の幸せのたりlζ哩主主堂璽~-

圃
急
性
灰
白
髄
炎
(
小

児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
で
初

回
投
与
を
う
け
で
な
い
乳
幼
児

及
び
二
回
目
の
投
与
が
す
ん
で

い
な
い
乳
幼
児

料
金
無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

四
年
度
の
市
民
税
額
を
お
た
ず

ね
し
ま
す
の
で
必
ず
調
べ
て
き

ポリオ生ワクチン投与日程

1 場所|月日

i市役所 12/ 

/11 萱瀬出張所 l

1 諏訪公民館 i

!巳~ì函函蚕瓦l
i鈴田出張所 |

[竹松出張所 l
i福重出張所 i

中地区公民館 1<1 / 

一一一一一一 1~/
1 松原出張所 /14 

時間午後 2時--3時まで

て
下
さ
い

受
け
ら
れ
な

い
人

。
発
熱
や
下

痢
を
伴
う

急
性
疾
患

の
乳
幼
児

。
重
症
結
核

・
心
臓
血

管
系
疾
患

病
後
衰
弱
・
栄
養
障
害
の
乳
幼

児
。
種
痘
及
び
麻
し
ん
そ
の
他
の
生

ワ
ク
チ
シ
接
種
後
一
カ
月
を
経

過
し
て
い
な
い
乳
幼
児

。
三
種
混
合
注
射
及
び
そ
の
他
の

予
防
接
種
後
二
週
間
を
経
過
し

て
い
な
い
乳
幼
児

※
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
二
十

四
カ
月
ま
で
に
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

※
母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

ご
持
参
下
さ
い
。

-
原
爆
被
爆
者

健

康

診

断

原
爆
被
爆
者
の
健
康
診
断
が
行

わ
れ
ま
す
。

場
所
・
日
程
別
表
の
と
お
り

※
対
象
者
応
は
個
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。

!九
1ダ3

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

原爆被爆者健康診断日 程

月日 i 場 所 ! 対象地区一

12.111竹松出張所 !竹松、福重、松原地区

I 12 I中地区公民館 |西大村地区 !

13 I市民会館 C3F)I大村、萱瀬地区 i
1到市役所第 1会議室 i三浦、鈴田、大村地区

18 I 11 大村地区

19!福祉センター |西大村地区

(受付時間 10:00--11:30 13:00~14:30) 

募

集

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
五
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
名

(公
立
〕
池
田
、
中
央

三
城
、
竹
松
、
本
町
〔
私
立
〕

萱
瀬
、
植
松
、
妙
宣
寺
久
原
、

三
浦
、
松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤

日
天
天
宮
、
諏
訪
、
か
た
ま
ち
、

新
城
、
桜
馬
場
、
ふ
る
ま
ち
、

鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

受
付
期
間
来
年
一
月
十
日
ま
で

申
込
先
福
祉
事
務
所
福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
ま
た
は
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

※
十
一
月
十
五
日
号
に
も
掲
載
し

ま
し
た
が
、
そ
の
他
詳
し
い
こ

と
は
福
祉
事
務
所
へ

圃
郷
土
の
文
芸
誌
「
大

村
文
芸
」
の
作
品

毎
年
郷
土
の
文
芸
誌
と
し
て
、

皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

「
大
村
文
芸
」
が
今
年
も
次
の
要

領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

多
数
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す

種
目
〔
短
歌
〕
十
首
〔
俳
句
〕

十
句
〔
川
柳
〕
十
句

い
ず
れ
も
今
年
中
の
自
作
品

締
切
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

あ
て
先
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
大
村
文
芸
誌
係
(
玖
島
郷
二

五
)

誌
代
七
百
円
(
申
込
み
の
際
納

入
し
て
下
さ
い
)

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ
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も

よ

お

し

-
さ
く
ら
荘

年
忘
れ
演
芸
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

荘
」
で
は
、
年
忘
れ
演
芸
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
ど
参
加
下
さ
い

日
時
十
二
月
二
十
三
日
(
日
)

午
後
一
時

t
四
時
ま
で

場
所
老
人
福
祉
セ
シ
タ
l

「さ

く
ら
荘
」

入
館
料
無
料
(
六
十
歳
以
上
の

市
内
居
住
者
)

圏
不
動
産
無
料
相
談

(
社
)
長
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
大
村
支
部
で
は
、
不
動
産
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

不
動
産
関
係
で
お
困
り
の
乙
と

や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
八
日
(
土
)

場
所
市
民
会
館
二
階
会
議
室

相
談
員
県
・
市
の
係
官
、
宅
建

協
会
会
員

※
詳
し
く
は
(
社
)
長
崎
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
大
村
支
部
(
雷

@
|
一
三
ハ
一
四
)
ま
た
は
市
企

画
課
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第
悶
回
例
会

劇
団
風
の
子
『
う
ぬ
ぼ
れ
う
さ
ぎ

三
び
き
の
子
ぶ
た
』

日
時
十
二
月
十
九
日

午
後
六
時
間
演

場
所
市
民
会
館
ホ

1
ル

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
曾
@
|
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

ス
ポ

ツ

た。〔
男
子
〕
①
北
風
③
若
鮎
③
本
町

赤
佐
古

〔
女
子
〕
①
本
町
②
下
諏
訪
③
今

村
、
古
町

-
第
初
回
大
村
市
中
学

校
駅
伝
大
会
成
績

十
一
月
二
日
、
大
村
入
国
者
収

容
所
周
辺
で
十
三
チ
l
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
萱
瀬
中
A
I
六
十
一
分
二
十
一

秒
②
西
大
村
中
A
H
六
十
二
分
二

十
九
秒
③
玖
島
中
A
H
六
十
三
分

。
七
秒

〔
区
間
賞
〕
マ
一
区
H

甚
吾
田

浩
史
(
萱
中
A
)
九
分
五
十
二
秒

マ
二
区
H

禿
和
英
(
萱
中
A
)
十

分
O
二
秒
H

大
会
新
マ
三
区
日

竹
富
常
治
(
西
中
A
)
十
分
二
十

二
秒
マ
四
区
U

梅
原
一
弘
(
玖

中
A
)
十
分
O
七
秒
マ
五
区
H

安
永
久
勝
(
西
中
A
)
十
分
十
六

秒

マ

六

区
H

田
中
俊
幸
(
萱
中

A
)
九
分
五
十
三
秒

-
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
成
績

十
一
月
十
一
日
市
民
体
育
館
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
六
人
制
〕
三
チ
l
ム
参
加

①
大
村
ク
ラ
ブ
②
大
村
航
空
隊

〔
男
子
九
人
制
〕
十
一
チ
1
ム
参

加
①
大
村
ク
ラ
ブ
②
大
村
部
隊
B

〔
女
子
九
人
制
〕
十
三
チ
l
ム
参

加
①
大
村
女
子
ク
ラ
ブ
②
大
村
婦

人
ク
ラ
ブ

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

円

円

を

大

村

市

身

体

障

害

者

団

体

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

連

合

会

へ

一

金
一
封
マ
鳥
越
虎
雄
(
立
福
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目

一

香

典

返

し

敬

称

略

寺

郷

・

亡

母

ク

一

一

)

十

万

円

マ

楠

本

寛

之

(

玖

島

郷

・

亡

父

清

和

国

へ

ん

四
万
二
千
百
八
十
四
円
を
大
村

マ

楠

本

寛

之

(

玖

島

郷

・

亡

、

メ

寅

次

郎

)

十

万

円

を

大

村

市

視

マ

光

建

設

岩

永

光

生

(

西

本

町

)

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

，

子

供

の

家

ヘ

マ

山

水

会

H

チ

一

寅

次

郎

)

二

十

万

円

マ

一

瀬

力

障

害

者

協

会

へ

菓

子

六

十

袋

マ

畠

中

伝

(

久

一

一

マ

東

房

子

(

久

原

郷

・

亡

夫

厚

)

ヤ

ジ

ポ

ン

百

二

十

人

分

を

慈

恵

一

五

万

円

マ

有

限

会

社

星

州

建

ヒ

デ

(

杭

出

捧

三

丁

目

・

亡

夫

荘

ヘ

マ

大

村

商

工

会

議

所

青

原

郷

)

石

け

ん

四

箱

マ

鈴

田

一

i

-
般

寄

付

敬

称

略

一

設

(

原

口

町

・

亡

社

長

大

川

洋

一

日

一

)

十

万

円

マ

払

山

正

敏

年

部

U
花
の
種
九
十
袋
を
惑
恵
小
学
校
児
童
会
(
代
表
井
上
浩
一

一

輝

)

十

万

円

マ

高

松

信

夫

(

柴

田

町

・

亡

父

浅

市

)

十

万

社

会

福

祉

事

業

費

へ

荘

へ

マ

牛

島

正

美

(

古

町

一

人

)

菊

二

十

本

マ

三

域

保

育

一

一

(

杭

出

津

郷

・

亡

妻

美

津

子

)

円

マ

氷

田

正

一

一

(

長

崎

市

)

一

万

丁

目

)

三

万

二

千

六

百

八

十

九

所

園

児

三

十

人

H

慰

問

一

-
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
両

日
市
民
体
育
館
な
ど
で
市
教
育
委

員
会
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
共
催
で

男
子
十
九
チ
l
ム
、
女
子
二
十
五

チ
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

そ

の

他

-
ア
ル
コ
ー
ル
で
悩
ん

で
い
る
方
と
そ
の
家

族
の
方
へ

専
門
医
に
よ
る
相
談
を
次
の
よ

う
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
ま
た
、
電

話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

毎
有
一
曜
日
・
金
曜
日
・

日
時毎

月
第
二
水
曜
日
(
本
人
と
そ

の
家
族
を
含
む
懇
談
会
)

※
い
ず
れ
も
午
後
一
時

t
五
時
ま

で
場
所

(
諌
早
市
栄
田
町
六
九
1
三
・

諌
早
保
健
所
三
階
・
曾
諌
早
⑤

i
i
五
九
七
七
)

県
精
神
衛
生
セ
シ
タ
!

-
優
良
子
供
郵
便
局
を

表

彰

こ
の
た
び
鈴
因
子
供
郵
便
局
が

優
良
校
と
し
て
、
県
知
事
と
県
貯

蓄
推
進
委
員
会
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

(
大
村
郵
便
局
)
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